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付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書

１～３階平面図１～３階平面図１～３階平面図１～３階平面図１～３階平面図１～３階平面図１～３階平面図

立面図１立面図１立面図１立面図１立面図１立面図１立面図１

立面図２立面図２立面図２立面図２立面図２立面図２立面図２

断面詳細図断面詳細図断面詳細図断面詳細図断面詳細図断面詳細図断面詳細図

１・２階天井伏図１・２階天井伏図１・２階天井伏図１・２階天井伏図１・２階天井伏図１・２階天井伏図１・２階天井伏図

３・４階天井伏図３・４階天井伏図３・４階天井伏図３・４階天井伏図３・４階天井伏図３・４階天井伏図３・４階天井伏図

(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表(既存参考図)　外部仕上表

(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表(既存参考図)　内部仕上表

(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１(既存参考図)　建具表１

(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２(既存参考図)　建具表２

(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）(既存参考図)　雑詳細図１（窓手摺・隔板）

(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）(既存参考図)　雑詳細図２（バルコニー手摺）

ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備

M- 4M- 4M- 4M- 4M- 4M- 4M- 4

M- 5M- 5M- 5M- 5M- 5M- 5M- 5

機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書機械設備特記仕様書

１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図１～３階平面図 ガス配管更新図

４階・屋根平面図４階・屋根平面図４階・屋根平面図４階・屋根平面図４階・屋根平面図４階・屋根平面図４階・屋根平面図

４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図４階・屋根平面図 ガス配管更新図

ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図ＰＳ配管撤去・新設図

M- 6M- 6M- 6M- 6M- 6M- 6M- 6 流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図流し廻り ガス撤去・新設図

立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図立面図１ ガス配管更新図
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調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）調査結果図４（階段）

調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）調査結果図１（東・西立面）

調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）調査結果図２（南立面）

調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）調査結果図３（北立面）



とい受け金物　　※ 亜鉛めっき　　　　・ ステンレス（SUS304）
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有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事
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3
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25

25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 図示の範囲

　　　　 ・ 軟質形エポキシ樹脂の中粘度型又は低粘度型

［3.1.4］ 　当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける

こと。

　受注者は、監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め、工事現場内において工事名、工期、

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項 章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

Ⅰ 工 事 概 要
１．工事名称

２．工事場所

３．構造規模

４．工事種目

５．別途工事

※ 本工事の工期は工事検査期間としての１４日を含んでいる。

※ 契約締結後１４日以内に実施工程表を提出する。

※ 本工事は、法定外の労災保険を見込んでいる。

Ⅱ 建築工事仕様

１． 共通仕様（最新版）

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、公共建築改修工事標準仕様書（建築工

共通仕様書」という。）による。

(1) 官公署手続き

　受注者は関係官公署への必要な手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

(2) 地元企業及び地場製品の活用

　受注者は、地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

(3) 疑義に対する協議等

　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり、取り合い等の関係で、設計図書によることが困難若しくは

不都合が生じた場合は、監督員と協議する。

２． 特記仕様

(1) 章、項目は番号に○印のついたものを適用する。

(2) 特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

　　　　　 ・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　　　 ・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。

(3) 特記事項に記載の［ ］内表示番号は、「改修標準仕様書」、（　）内表示番号は、「建築標準仕様書」、＜ ＞内表示番号は、

「解体工事共通仕様書」、の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) 材料および製造所等の記載順序は不同である。

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

１ 適用基準等  ・ 公共住宅建設工事共通仕様書　（令和元年度版）

 ・ 建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

 ・ 建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

 ・ 建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

 ・ 建築基準法，消防法，その他関係法令

　 を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。

　 本工事は登録対象工事であるため、受注者は、施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた

再生資源利用促進実施書再生資源利用促進計画書搬 出

再 生 資 源 利 用 実 施 書再 生 資 源 利 用 計 画 書搬 入

工 事 完 了 時施 工 計 画 時

※ 建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

　　　・ コンクリート及び鉄からなる建設資材

　　　・ アスファルトコンクリート　　　　　・ コンクリート　　　　・ 木材

・ 現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）［1.3.12]

・ 引渡しを要するもの　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）発生材の処理８

　建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。特別な材料の工法７

　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

　材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

う）により、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン購入法」とい

とする場合は、監督員の承諾を受ける。

　建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの又は同等のものとする。ただし、同等建築材料等６

※ 施工体系図（建設業法に基づき、当該現場の見やすい場所に掲示する。）［1.1.5]

※ 施工体制台帳（建設業法等に従って作成し、写しを提出する。）［1.3.1]

　 受注者は施工管理体制を確立し、品質、工程、安全等の施工管理を行う。施工管理５

　また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・.

性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督員に提出する。

　 場合は速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

　 また、建設リサイクル法に規定する建設資材を搬入（搬出）する場合は、次表により計画書（実施書）

着手前・工事中写真　　　※ Ａ４判印刷、若しくはＡ４判写真帳

外 景 ４ 面キャビネ判程度（カラー）
１完 成 時

各 室 ４ 面サービス判程度（カラー）

１必要に応じた数サービス判程度（カラー）工 事 中

１必要に応じた数サービス判程度（カラー）着 手 前

提出部数撮 影 枚 数規 格分 類
工事及び完成写真９

６
　
塗
装
改
修
工
事

１
　
塗
料
の
種
類

耐候性塗料塗り(DP)の上塗り塗料等級　　　　　　　・ １級　　・ ２級　　・ ３級

塗料の種類

ＤＰ ＥＰ－Ｇ

木部 － 表7.9.2

鉄鋼面 表7.8.1 ※Ｂ種

亜鉛めっき面 表7.8.2 表7.9.4

ボード等（注2） ー ※Ｂ種

（13.5.2)

１ とい５

 
屋

根

及

び

と

い

工

事

２ 監理(主任)技術者

写真、所属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

３ 電気保安技術者  ・ 適用する　　　　　　　　・ 適用しない

［1.3.3]

［1.7.2]
適　用　種　別工事別適　用　種　別工事別技能士４

（電子データ形式等は，監督員の指示による。）

速やかに次の図書を提出する。10 完成時の提出図書

［1.9.1～3]

　　　・ ＣＡＤデータ（媒体（ＣＤ－Ｒ等）、データ形式等は監督員の指示による。）　１部

　・ 保全に関する資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

11 別契約の関連 関連工事との調整

工事との調整等 　※ 別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

［1.1.7]

［2.2.1]

12 施工中の安全確保 ・ 労働安全衛生法に基づく指名

［1.3.7]

13 騒音・振動の防止 低騒音型・低振動型建設機械を使用し、環境対策に努める。

14 工事実績情報の登録

［1.1.4]

請 負 金 額 工 事 受 注 時 登録内容の変更時 工 事 完 成 時

500万円以上 契約後10日以内 変更契約後10日以内 工事完成後10日以内

　 変更登録は、工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）

※ 登録後は速やかに登録されたことを証明する資料を監督員に提出する。

　 なお、変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は、変更時の提出を省略できる。（登録要）

15 施工数量調査

［1.6.2]

及び雨漏りの有無についての位置並びに数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。調査結果により、適切

な工法を選定し報告すること。また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督員に

提出する。（必要に応じ写真を添付する）

　　 当該工事関係者とともに円滑な施工に努める。

下地面の補修　　　　　外壁改修フロー及び数量による

４ マスチック塗材塗り マスチック塗材塗り

［4.6.2］ 　　種別　・ Ａ種　・ Ｂ種

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

役　物 色 耐凍害性

あり なし 標準 特注 あり なし

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・

外壁

施工

ﾎﾞｰﾀﾞｰﾀｲﾙ貼

形状寸法
吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

・ ・ ・

・ ・ ・

うわぐすり

・

・・

・

施ゆう

・

・

無ゆう

再生材料

の適用
備考

耐滑

り性箇所

タイルの形状、寸法等

１ タイル張替え工法用 （下記以外は４－２コンクリート打放し仕上げ外壁、及び４－３モルタル塗り仕上げ外壁による）

タイル部分張替え工法及びタイル張替え工法用接着剤の種類材料

　・ ポリマーセメントモルタル

　・ JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・ JIS A 5557による一液反応硬化形ウレタン樹脂系

４
｜
４
　
　
外
壁
改
修
工
事（

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁）

評価を取得した工法とする。

４
｜
３
　
外
壁
改
修
工
事（

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁）

１ ひび割れ部改修工法 （下記以外は４－２コンクリート打放し仕上げ外壁による）

［4.1.4]

［4.3.5～8］

・ モルタルを撤去しないで改修

２ 欠損部改修工法

［4.1.4]

［4.3.5、9、10］ ・ モルタル塗替え工法

　　　 既製目地材　・ 使用する（形状　　　　　　）

　　　 仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※ 図示　

３ 浮き部改修工法 ・ モルタルを撤去しないで改修

［4.1.4] 　・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（・ 注入口付　・ 　　　　　　　　　　）

　　　　 アンカーピン固定用樹脂材料（アンカーピン部共通）

　　　　　 建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ６０２４）による硬質形で高粘度形

　　　　 注入口付アンカーピン用樹脂材料（アンカーピン部共通）

　　　　　 建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ６０２４）による硬質形で中粘度形又は高粘度形

　・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（・ 注入口付　・ 　　　　　　　　　　）

　　　　 注入材料　

　　　　　 建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ　Ａ６０２４）による硬質形で低粘度形又は中粘度形

　・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（・ 注入口付　・ 　　　　　　　　）

　　　　 注入材料　ポリマーセメントスラリー（実績等の資料を監督員に提出する）

　・ 充てん工法

　・ モルタル塗替え工法

４ 外壁複合改修工法 　平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術

シーリング材の目地寸法　

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

外部建具廻り

次の工事について保証書を提出する。

４ シーリング材の試験 接着性試験

［3.7.8］

５ 保証書

工事区分 材料名 保証年限 備考

・ 防水工事

・ 改質アスファルト防水 １０年

・ 合成高分子ルーフィング防水 １０年

・ 塗膜防水 １０年

・ その他工事

４
｜
１
　
外
壁
改
修
工
事
　

１ 外壁改修材料

［4.2.4]、[4.3.5］ ※ セメント混和用軽量発泡骨材を用いた軽量モルタルを外部に使用しないこと。

［4.4.5]、[4.5.2］

※ ４．２．４によるほか、監督員の承諾する材料

４
｜
２
　
外
壁
改
修
工
事（

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁）

１ ひび割れ部改修工法 ※樹脂注入工法

［4.1.4］ 工法の種類 ひび割れ幅（㎜） 注入口間隔（㎜） 注入量（ml／ｍ）
［4.2.4～7］

０．２以上０．３未満 ※ ４０　・ 

※Ａ ・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法 ０．３以上０．５未満 ２００～３００ ※ ４０　・ 

０．５以上１．０未満 ※ ７０　・ 

・Ｂ ・手動式エポキシ樹脂注入工法 ０．２以上０．３未満 　５０～１００ ※ ４０　・ 

・Ｃ ・機械式エポキシ樹脂注入工法 ０．３以上０．５未満 １００～２００ ※ ７０　・ 

・Ｄ ・機械式エポキシ樹脂注入工法 ０．５以上１．０未満 １５０～２５０ ※ １３０・ 

　　　注入材料

・ Ｕカットシール材充填工法

　　 カット部充填材

・ シール工法

　　 ひび割れ部シール材

２ 欠損部改修工法 ※ 充填工法

［4.1.4] 　　 欠損部充填材

［4.2.4、8］

工事区分 保証年限 備考

１０年・ 外壁改修工事

工法名

・ 外壁複合改修工法

　 ・ ブリッジ工法

　　　ボンドブレーカー張り　　・適用する　・適用しない

　　　エッジング材張り　　　　・適用する　・適用しない

シーリング材の種類､施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書 表３．７．１による。

　 ・ 拡幅シーリング再充填工法

・ 備品等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２ その他の防水 種　　別 施　工　箇　所

・ＳーＭ２

・ＳーＦ２

３ シーリング シーリング改修工法の種類 ［表３．１．２］

　 ・ シーリング充填工法

　 ・ シーリング再充填工法

５ 工事用電力

６ 安全対策 ・ 敷地内の工作物は、必要に応じて養生を行い、被害を及ぼした場合は受注者の責任に於いて復旧する。

建物出入り口には、落下防止対策及び安全対策を講じること。・

７ 足場その他 ※ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

［2.2.1] 　 別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(２)手すり据置方式

　 又は(３)手すり先行専用足場方式により行う。

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事
　

１ 塗膜防水 仕上塗量 高日射反射率
工法 種別 施工箇所 備考［3.1.4］

種類 使用量 防水の適用
［3.2.6］

［3.6.2～3］

・Ｘ－２

※製造所

　の指定

　による

※製造所

　の指定

　による

・適用

・

・適用

・

※製造所

　の指定

　による

※製造所

　の指定

　による

４ 工事用水

・ 設ける（　　　㎡程度）　　・ 設けない

１ 工事現場仮囲い

２ 監督員事務所

［2.4.1]

３ 受注者事務所等 ・ 敷地内へ建てることができる　　　　　　　　　　・ 敷地内へ建てることができない

［2.4.1]

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

出隅、窓台、マグサ（標準一体成型品以外は接着成型品とする）外　　装

出隅　　天端内　　装

役物の使用箇所

［4.1.4］［4.4.16］

　 　既製調合モルタル（張り付け用に使用する場合）

４

・ 伸縮調整目地改修工法　　位置及び寸法　※ 図示

・ 目地ひび割れ部改修工法目地改修工法５

・ タイルを撤去して改修（撤去後の補修は欠損部改修工法による）

　・ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

［4.4.9～11、15]

［4.4.4～6]

［4.1.4]

浮き部改修工法

［4.5.3、5、7、8］

・ タイル張替え工法（下地モルタルを撤去する場合）［4.1.4]

・ タイル部分張替え工法（欠損部の面積が０．２５㎡　／箇所以下の場合及び下地モルタルがある場合）欠損部改修工法３

［4.4.2、5～7］

［4.1.4]

ひび割れ部改修工法２

　平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の技術

評価を取得した工法とする

外壁複合改修工法６

　　 　注入口付アンカーピン本数　　・　

　・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法（ ・ 注入口付　・　　　　　）

　・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（ ・ 注入口付　・　　　　　）

　・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法（ ・ 注入口付　・　　　　　）

・ 複層塗材ＲＥ

・ ゆず肌状

・ 凹凸模様

・ 凸部処理

種　　　　　類 仕上げの形状

既存塗膜の劣化部の除去及び下地の処理の工法

［4.5.4］

防火材料の指定箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）及び下地処理

塗膜はく離材　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）既存塗膜等の除去３

また、仕上りの程度の確認は、表4.6.1による。［4.5.3］

塗材所要量等の確認方法は、単位面積当たりの使用量によることを標準とする。　所要量の確認２

・ フッ素系

・ アクリルシリコン系・ 弱溶剤系吹付け・ ゆず肌状・ 可とう形改修塗材ＣＥ

・ ポリウレタン系・ 溶剤系・ さざ波・ 可とう形改修塗材ＲＥ

※つやあり・ アクリル系・ 水系ローラー・ 平たん状・ 可とう形改修塗材Ｅ

上塗材（耐候性　耐候形３種）工法仕上げの形状種　　　　　類

・可とう形改修用仕上塗材

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 防水形複層塗材ＲＥ

　　　　・ メタリック・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

　　　　・ アクリルシリコン系・ 可とう性複層塗材ＣＥ

　　　　・ ポリウレタン系　 ・ フッ素系

・ 複層塗材Ｅ

・ ローラー・ 複層塗材Ｓｉ

・ 吹付け・ 複層塗材ＣＥ

上塗材工法

・複層仕上塗材

・ 凸部処理 ・ 行わない

吹付け・ 吹放し・ 外装厚塗材Ｅ ・ 行う

工　法仕上げの形状種　　　　　類 上　塗　材

・厚付け仕上塗材

・ ローラー・ 着色骨材砂壁状・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 吹付け　　　　　　・ こて・ 砂壁状・ 外装薄塗材Ｅ［4.5.2、6］
工　　　　法仕上げの形状種　　　　　類

［4.1.5］

・薄付け仕上塗材仕上塗材仕上げ１４
｜
５
　
外
壁
改
修
工
事（

仕
上
塗
材
仕
上
げ
外
壁）

　　 ・ １００MPa以上　　

　　 ・ ３０MPa以上

　　 ・ ５０MPa以上　　

 　　・（　　　　　）MPa以上

（注2）：コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、その他ボード面等［7.9.2］

　※ 別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い、監督員の調整に協力し、

　 交通誘導員の配置については、実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会い写真の撮影を行い、

　 監督員に提出する。

　登録内容について、あらかじめ監督員の承諾を受けたのちに、次表の期間内に登録申請を行う。

　ただし、期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日を除く。

外壁調査は、外壁改修フロー図に対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ

※ 本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、広島

　 県産業廃棄物埋立税が課税される。なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

　　　　 ・シーリング用材料　（※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　・ 表３．７．１による）

　　　コア抜取り検査　・ 行う　・ 行わない　　　補修方法（ポリマーセメントモルタル充填）

・ タイルを撤去しないで改修

完　成　時　写　真　　　※ アルバム（Ａ４判程度）　　　・ 写真帳（検査後14日以内に提出する。）

原版の提出　　　　　　　※ する　　（ ※ 完成時のみ　　　・ 全て）　　　　・ しない

　・ 竣工図　　　（ ※ 完成図　　　　・ 承諾図　　　　・ 施工図　）

※受注者は、次表に従い、工事実績情報を登録する。

調査方法　　※ テストハンマーによる打診及び目視　　　　・ 図示

　※ 簡易接着性試験　　　・ 引張接着性試験

　　　　 ※ 建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ６０２４）による（ ※ 低粘度形　・　中粘度形）

　　　　 ※ 可とう性エポキシ樹脂

　　　　　 シーリング材のうえにポリマーセメントモルタル充填　　※ 行う　　・ 行わない

　　　　 ※ パテ状エポキシ樹脂　　　・ 可とう性エポキシ樹脂

　　　　※ ポリマーセメントモルタル　　　・ エポキシ樹脂モルタル　　

※ モルタルを撤去して改修　（撤去後の補修は充てん工法［４．３．９］による）

　　※ 樹脂注入工法　　・ Ｕカットシール材充てん工法　　・ シール工法

　　※ 樹脂注入工法　　・ Ｕカットシール材充てん工法　　・ シール工法

※ 充てん工法（欠損部の面積が０．２５㎡／箇所程度以下の場合）

　　　 充てん材の種類　※ ポリマーセメントモルタル　・ エポキシ樹脂モルタル

※ モルタルを撤去して改修

目地詰め　※ 行う　　・ 行わない

タイルの試験張り　　・ 行う　　※ 行わない

タイルの見本焼き　　・ 行う　　※ 行わない

　・ 水洗い工法　　　　　　　　　処理範囲　　※ 上記処理範囲以外の既存仕上げ面全体

　・ 塗膜はく離剤工法　　　　　　処理範囲　　・ 既存仕上げ面全体　　※ 図示の範囲 

　※ サンダー工法　　　　　　　　処理範囲　　・ 既存仕上げ面全体　　※ 図示の範囲 

　・ 高圧水洗工法　　　　　　　　処理範囲　　・ 既存仕上げ面全体　　※ 図示の範囲 

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種類　　　　　　※ １種　　・ ２種

　下地調整材料　　　　　※ 下地調整塗材　  ・ ポリマーセメントモルタル　・ 防水形仕上塗材主材

耐候性　※ 耐候形３種　　　 ・ 耐候形２種

溶　媒　※ 水系　・ 溶剤系　・ 弱溶剤系

樹　脂　※ アクリル系　　　 ・ シリカ系

外　観　※ つやあり　　　　 ・ つやなし

※ タイルを撤去しないで改修

　　※ 樹脂注入工法

※ タイルを撤去して改修（撤去後の補修はタイル部分張替え工法による）

　　※ 樹脂注入工法　　　　　　　　・ Ｕカットシール材充てん工法

・ ナイロンロープ張り　　　　・ 木製仮囲い　　　・ 鋼製仮囲い　　　　・ ガードフェンス

　　　　　　　　　　　・ 無償で利用できる　　　　・ 利用できない

構内既存の施設　　

・Ｘ－１

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・ 設ける ・ 設けない

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・ 設ける ・ 設けない
たてどい　　　　・ VPカラー50φ　　　・ VPカラー75φ　　　・ VPカラー100φ

足　金　物　　　※ 溶融亜鉛めっき　　・ ステンレス（SUS304）

軒どい　　　　　・ VPカラー50φ　　　・ VPカラー75φ　　　・ VPカラー100φ

・ 工事中は入居者等施設利用者の安全に努め、仮囲い等の適切な措置を図る。

外 壁 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

※ 再資源化を図るもの

※ 上記以外のものはすべて構外に搬出し、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下

　 「建設リサイクル法」という）、「資源の有効な利用の促進に関する法律」「廃棄物の処理及び清掃

　　に関する法律」その他関係法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い適正に処理する。

　　　・ Ａ２判を２つ折りにして製本　　　　　　　　　　２　部

　　　・ 竣工図電子データ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一式

・ 本工事は、交通誘導員を適宜配置する。（足場搬出入時等）

16 情報共有システム 　本工事は、インターネットを利用して、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、効率

化を図る情報共有システムの対象工事である。

　本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、当該サービス提供者

との契約は受注者が行い、利用料を支払うものとする。

　運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領(建築工事)及び「情報共

有システム利用手引(建築工事)」によるものとする。

・　発注者指定型

　　共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。

　　受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を記載した

　工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しないことができる。

・　受注者希望型(契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る)

　　工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。

　　本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員にその旨を

　申し出て、本システムを利用するものとする。

　 　その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費に見込むものとし、

  本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。

・ 金網パネルH=1,800(足場1層部分は全て金網パネルとし、侵入防止対策を講じるものとする)

　　　　　　　　　　　・ 有償で利用できる（空室内のものに限る）　

構内既存の施設　・ 有償で利用できる（空室内のものに限る）・ 無償で利用できる　・ 利用できない

・ 空室を利用することができる（無償）

・ ｳﾚﾀﾝ系

塗膜防水

小庇

笠木

・ ﾎﾟﾘﾏｰ
ｾﾒﾝﾄ系
塗膜防水

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

(床・巾木

溝部)

［3.1.4］

［3.2.6］

［3.5.2～3］

［3.7.2～7］

変成シリコンーン系（MS-2）10*15

外壁躯体目地 ポリウレタン系（PU-2）10*20

                        (　上表による　)

　５年

２ 保証書 次の工事について保証書を提出する。

［4.3.5、9～16］

［4.4.5、7］

・ 硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ製角どい前高120

A-01
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有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

世羅町大字西上原

鉄筋コンクリート造４階建（延べ面積　1,028.80㎡）

なし

外壁改修、外部塗装改修、ガス管改修、他

事編）令和７年版（以下「改修標準仕様書」という。）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項目以外は、国土交通省大

臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版（以下「建築標準仕様書」という。）による。また、石綿

含有建材の除去及び処理については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、建築物解体工事共通仕様書　令和７年版（以下「解体工事

調査範囲　　※ 外壁（階段、ﾊﾞﾙｺﾆｰ、庇、笠木共）　　　　・ 図示

・ ポリマーセメント系塗膜防水

・ 

　５年



③漏水の確認　　　目視によって漏水の有無を確認する。

担 当

担 当

検 図

製 図
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71％
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の
除
去
及
び
処
理

事前調査

官公署へ報告を行う。

　（1）使用部位の確認

　（2）種別，厚さ等の確認

　（3）使用数量の確認

　（4）施工範囲と工事管理区分の確認

・ 石綿含有分析調査　　　 （ ※ 不要　　　・ 必要（内容は下記による）　　　）

※ 分析方法　JIS　A1481-1「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による定性分析

※ 分析必要部屋名等　　（ ※ 図示　　　　　　　 ）　分析必要箇所　　（　　　　　箇所）

＜1.4.1＞

１

石綿粉じん濃度測定２

＜6.1.3＞

　　測定点の取り方

　　（1）処理作業前

　　（2）処理作業中

　　　※ セキュリティーゾーン入口（　点）･･･空気の流れを確認

　　　※ 負圧・除じん装置の排出口（　点）･･･除じん装置の性能確認

　　（3）処理作業後（離隔シート撤去前）

　　　※ 処理作業室内（　点）

＜6.3.1～6.3.4＞

４ 石綿含有吹付け材

の除去

　　　とを証明する資料を監督員に提出すること。

除去工事共通事項３

＜6.2.1～6.2.9＞

１）専門工事業者

２）作業主任者及び特別管理産業廃棄物管理責任者

　　①石綿作業主任者技術講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習を修了した

　　　責任者の資格を有する者を選任し管理させること。

３）除去作業者

　　　（平成17年厚生労働省令第21号。以下「石綿則」という。）に基づく特別の教育を受けた者と

　　　肺機能に異常がない者とする。

４）施工計画書

５）表示及び掲示

６）保護具・保護衣

７）官公署その他への手続き

　　①労働安全衛生法の吹付け石綿除去作業の工事計画届（労働基準監督署）

　　②「石綿則」第５条第１項の規定による作業届（労働基準監督署）

　　③大気汚染防止法の特定粉じん排出等作業実施届出（都道府県知事）

　　　（特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書等）

８）適用基準等

　　※ 「建設・解体工事に伴うアスベスト廃棄物処理に関する技術指針・同解説」

１）処理を行う石綿含有吹付け材の仕様及び部位

　　※ 図面による　　　　　・ 下記による

　　　　※ 埋立処分（管理型最終処分場）　　　　　・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　　　※ 密封処理（二重袋梱包）　　　　・ セメント固化

　　①除去に伴い石綿の作業場から外部への飛散防止及び処理を行わない他の部位への汚染を防止す

　　　更衣室の３室で構成するセキュリティーゾーンを設置する。

　　④洗浄室にはエアシャワー設備を設ける。

　　⑤除去物の処理

３）除去工法

　　　※ 図面による　　　　　　　・ 共通仕様書による

　　　　 施工場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　処分場所（　　　　　　　　　　　　）　　　運搬距離（　　　　　　　　　　　　）

　　　　受入条件（※平日受入　　　・　　　　　　　　　）

　　　監督員と協議すること。

　　　産業廃棄物管理票（マニュフェスト）の写しを添付した廃棄物処理報告書を提出する。

５）確認及び後片付け

　　　飛散抑制剤を散布する。

　　　スチック袋に入れる。

　　　れる。

の除去

石綿含有保温材等５

＜6.4.1～6.4.4＞

１）処理を行う石綿含有保温材等の仕様及び部位

　　・ 下記による　　　　※ 図面による

２）養生等

　　　用いて隔離養生（負圧不要）を行う。

　　②作業場の隔離　　　　（ ・ 行う　　　※ 行わない　）

　　　を行うこと。

　　除去工法

　　※ 粉じん飛散抑制剤により湿潤化した後に手ばらし　　　 ・ 石綿含有吹き付け材の除去による

　　　 除去物の処理　　　（ ※ 密封処理（二重袋梱包）　　　・ セメント固化　）

５）確認及び後片付け

６

＜6.5.1～6.5.4＞

石綿含有成形板等

の除去

１）処理を行う石綿含有成形板等の仕様及び部位

　　　・ 下記による　　　　　※ 図面による

石綿含有吹付け材の仕様 使　用　部　位

石綿含有保温材等の仕様 使　用　部　位

石綿含有成形板等の仕様 使　用　部　位

２）養生等

　　て作業場所の周辺の養生を行う。

３）除去工法

　　所の隔離養生（負圧不要）を行う。

　　んの飛散防止に努める。

　　置を講ずる。

　　　・ 石綿含有石こうボード

　　　　　　※ 埋立処分(管理型最終処分場)

　　　　　　・ 埋立処分（安定型最終処分場）　　　　　 ・ 中間処理（溶融施設）

　　　・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等

　　監督員と協議すること。

　　の保管場所であることの表示を行う。

５）確認及び後片付け

７ 石綿含有仕上塗材

　　　・ 下記による　　　　 ※ 図面による

含む）の除去

２）養生等

３）除去工法　　　 （ 施工場所 ： ※ 図示　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　う。

　　使用するなど粉じんの発散を防止する。

　　・ 埋立処分 （ ・ 安定型最終処分場　 ・ 管理型最終処分場　）

　　・ 中間処理 （ 溶融施設又は無害化処理施設　　　）

　　督員と協議すること。

５）確認及び後片付け

使　用　部　位

（下地調整塗材

１）処理を行う石綿含有仕上塗材（下地調整塗材含む）の仕様及び部位

石綿含有仕上塗の仕様

目視及び設計図書等により、あらかじめ事前に次の事項について事前調査を行い、調査結果をとりま

とめて監督員に提出するとともに、その写しを工事の現場に備え置く。また、関係法令等に基づき、

石綿粉じん濃度測定を行い、記録し監督員に報告する。

※ 測定方法は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版による。

　　　石綿含有吹付け材の除去を直接行う専門工事業者については、工事に相応した技術を有するこ

　　　者のうちから、石綿作業主任者を選任し、管理させること。

　　②排出事業者は、石綿含有吹付け材、石綿含有保温材等の除去工事では、特別管理産業廃棄物管理

　　　石綿含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は、石綿障害予防規則

　　　施工に先立ち、処理工事に伴う石綿粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工計画書を施工調査

　　　等の結果に基づき作成し、監督員の承諾を受けること。

　　①関係者以外立入禁止、喫煙・飲食の禁止、石綿除去作業中等の表示を行う。

　　②石綿の有害性、取扱い上の注意事項、使用すべき保護具の掲示を行う。

　　③「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への届出内容、粉じん飛散抑制

　　　措置、ばく露防止措置等）」を周辺住民の見やすい場所に掲示する。

　　①作業者は、作業内容に応じた呼吸用保護具、保護めがねを使用するとともに粉じんが付着しに

　　　くく、服内部に侵入しにくい保護衣又は作業衣を着用する。

　　②監督員の現場作業の立入確認のため、保護具、保護衣を一式現場に備える。

　　④その他、各自治体の条例又は要綱等により義務付けられている届出

　　　るため、プラスチックシート等を用いて負圧隔離養生を行う。

　　②隔離した作業場内は、HEPAフィルターを備えた負圧除じん装置により、常時負圧を保つ。

　　③隔離した作業場内への出入りによる石綿粉じんの二次汚染を防止するため、前室、洗浄室及び

　　①除去した石綿含有吹き付け材等を搬出するまでの間、現場に保管する場合は、一定の保管場所を

　　　定め、シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また、石綿等の保管場所であることの表示を行う。

　　　当該工事により発生する石綿を含む廃棄物は、下記の処分先を見込んでいる。

　　②石綿を廃棄物として排出した時は、その都度、排出量と処理先を監督員に報告するととともに，

　　①関係法令等に基づき、石綿等に関する知識を有する者等により、除去が完了したことを確認する。

　　②確認の後に、除去面に粉じん飛散防止処理剤等を散布する。

　　③養生用のプラスチックシートの撤去に先立ち、高性能真空掃除機で養生面、床等の清掃を行う。

　　④養生用のプラスチックシートに付着した粉じんの再飛散を防止するために、シート全面に粉じん

　　⑤壁面等の養生用のプラスチックシートの撤去は、集じん・排気装置で十分に吸引・ろ過し，原則

　　　として、隔離空間内部の空気中の総繊維数濃度を測定して、石綿等の粉じんが処理されたことを

　　　確認した後に行う。　なお、シートは、取り外して粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラ

　　⑥養生を行っていない足場、仮設材を清掃した後に解体搬出する。

　　⑦床養生用のプラスチックシートは、粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラスチック袋に入

　　　石綿含有保温材等の除去にあたり、掻き落し・破砕・切断による方法の場合は、作業場の隔離

４）除去した石綿等の保管、運搬、処分等

　　４　４)　除去した石綿等の保管、運搬、処分等による。

　　①関係法令等に基づき、石綿等に関する知識を有する者等により、除去が完了したことを確認する。

　　②確認の後に、除去面に粉じん飛散防止処理剤等を散布する。

　　　場合には、必要に応じて粉じん飛散抑制剤又は粉じん飛散処理剤を散布する。

　　③養生シート等の撤去にあたっては、シート等を十分に清掃する。また、石綿の付着が考えられる

　　石綿含有成形板等の除去に伴い、石綿の作業場から外部への飛散防止のため、養生シート等を用い

　①原則、手ばらしで行う。やむを得ず切断、破壊等しなければならない場合は、常時湿潤化した状

　　態で作業を行う。ただし、石綿を含有するけい酸カルシウム板第一種は、養生シート等で作業場

　②除去した石綿含有成形板等の集積及び積込みに当たっては、高所より落下しないことの他、粉じ

　③破砕された石綿含有成形板等は、湿潤化のうえ、丈夫なプラスチック袋に入れる等飛散防止の措

４）除去した石綿等の保管、運搬、処分等

　①処分は原形のままとし、処分先は監督員の指示による。

　　なお、工事発注後に明らかになったやむをえない事情により、上記の指定によりがたい場合は，

　②除去した石綿含有成形板等を現場に保管する場合は、一定の保管場所を定め、他の廃棄物とを分

　　別して保管するものとし、シートで覆う等飛散防止措置を講ずる。また、保管場所には、石綿等

　①関係法令等に基づき、石綿等に関する知識を有する者等により、除去が完了したことを確認する。

　②養生シート等の撤去にあたっては、シート等を十分清掃する。

　　電気グラインダー等の電動工具により除去を行う場合は、石綿の作業場から外部への飛散防止のた

　　め、養生シート等を用いて隔離養生（負圧不要）を行う。

　①石綿含有仕上塗材の除去は、高圧水洗工法や剥離剤を用いる工法等により、湿潤化した状態で行

　②電気グラインダー等の電動工具により除去を行う場合は、除去する石綿含有仕上塗材を常時湿潤

　　化した状態で作業を行う。なお、湿潤化が著しく困難な場合は、除じん性能を有する電動工具を

　③除去した石綿含有仕上塗材の廃棄物は、耐水性のプラスチック袋等により二重でこん包する。

４）除去した石綿等の保管、運搬、処分等

　　６　４)　除去した石綿等の保管、運搬、処分等による。

　　処分先については、監督員の指示による。

　　なお、工事発注後に明らかになったやむをえない事情により、上記の指定によりがたい場合は、監

　①関係法令等に基づき、石綿等に関する知識を有する者等により、除去が完了したことを確認する。

　②養生シート等の撤去にあたっては、シート等を十分清掃する。

　　　する。また、除去作業者は、一般健康診断、石綿健康診断、じん肺健康診断を受診した者とし、

２）作業場の隔離、養生等

４）除去した石綿等の保管、運搬、処分等

　　　なお、工事発注後に明らかになったやむをえない事情により、上記の指定によりがたい場合は、

３）作業場の隔離を行う場合は、４　２）を適用する。

・

　　　・ 処理作業室内（　点）

　　　・ 施工区画周辺又は敷地境界（２点）

　　　・ 施工区画周辺又は敷地境界（２点）

　　　・ 施工区画周辺又は敷地境界（　点）

　　　・ 処理作業室内（１点）

A-02

特　　　記　　　事　　　項

　　⑧養生用のプラスチックシート等の廃棄物は、４　２）⑤により処理等を行う。

　　①石綿含有保温材等の除去に伴い、石綿の作業場から外部への飛散防止のため、養生シート等を

　　⑨後片付け終了後は、高性能真空掃除機で床等の清掃をする。

外壁劣化調査仕様書（設計図書記載数量は参考数量につき、足場設置後再調査を行うこと）

・調査内容範囲

　壁面の打音及び目視調査

　　建物全面に対して打音及び目視により，浮き，ひび割れ及び欠損について調査を行う。

　　各調査で異常のある場合は，計測し図面に幅・長さ・厚さ・面積などを記入表示する。

調査内容

　Ａ．浮き表面の確認　　床・外壁面等を全面パールハンマーなどで軽打し、打診音によって

　　　　　　　　　　　　浮き部を調査する。

　Ｂ．ひび割れ　 ①ひび割れ幅　　　クラックスケールでひび割れ幅を測定し0.2㎜を越え1.0㎜

　　　　　　　　　以下と１.0㎜を越えるものとに分けて記録する。

②ひび割れの長さ　メジャー等で，ひび割れの長さを測定する。

　Ｃ．欠　損

①欠損の確認　　　仕上げ塗り（モルタル塗り等）躯体の欠損と鉄筋露出の

　　　　　　　　　有無を調査する。

②浮き等の確認　　欠損部の大きさ・深さ・破断面のモルタル厚さを調査する。

調査要領

　Ａ．浮き部・欠損部　

（算出方法） 浮き部の端部に１００㎜をプラスする。

Ａ＝ａ＋０．２　　（ｍ）

Ｂ＝ｂ＋０．２　　（ｍ）

（浮き面積） Ｓ＝Ａ×Ｂ　　　　（㎡）

　Ｂ．ひび割れ調査部分　

（算出方法） 実測したクラックの端部に１５０㎜をプラスする。

（クラック長さ） Ｌ＝0.15＋ｌ＋0.15（ｍ）

100 ｂ

Ｂ

100

150 ｌ

Ｌ

150

1
0
0
ａ

1
0
0

Ａ

報告書その他 ①報告書は，製本にして監督員に２部提出する。

②調査の状況，試験状況等を示す記録写真を提出する。記録写真は，

　記録写真はカラーサービス版とし，枚数は監督員の指示による。

③改修仕様・改修箇所を明示した図面Ａ２版とＣＡＤデータ(ＪＷＷ)を提出する。

④設計数量との増減比較を作成し、変更のある場合は変更契約を行う。

　但し、軽微な場合は省略する。

外壁改修工事特記仕様書１-２・改修仕様書

A 外壁、軒先 　※ゆず肌状　ﾛｰﾗｰ塗り、2色程度の塗別けにより使用するものとする

B 外部1階腰壁

D ﾊﾞﾙｺﾆｰ床（立上り共） ①水洗い(15MPa程度)　②下地処理　③ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗膜防水(床面ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕様)

　※砂壁状　ﾛｰﾗｰ塗装軒裏、ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏C

E

F

G

H

I

J

①水洗い(15MPa程度)　②下地処理　③ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水（Ｘ-2）

階段室（踏面、蹴上） 水洗い(15MPa程度)

窓上庇

階段室壁、腰

階段室巾木 水洗い(15MPa程度)

階段室（階段裏、最上階天井）

①下地調整RB種　②錆止め塗料B種1回塗り　③DP3級ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ2回塗り

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

Z

PS扉、玄関扉、LPG庫引戸、等 ①下地調整RB種　②錆止め塗料B種1回塗り　③DP3級ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ2回塗り ※玄関扉は階段室側のみ(枠共)

①水洗い(15MPa程度)　②下地処理　③ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水（Ｘ-2）

竪樋 ①下地調整RB種　②下地処理　③DP塗り

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚﾝ

物干金物 ｱﾙﾐ製物干金物新設 新協和／SK-4164A 24組・SK-4178A 8組

打継目地 ①既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去　②下地処理　③ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)充填

①既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去　②下地処理　③ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)充填（ｻｯｼ廻りは変成ｼﾘｺﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)）

床下換気孔、換気ﾚｼﾞｽﾀｰ 下地処理 DP塗り　※脱着及び破損7箇所 取替え

避難ﾊｯﾁ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺（ﾊﾟﾈﾙ部）

①下地調整RB種　②錆止め塗料B種1回塗り　③DP3級ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ2回塗り

①下地処理　②DP3級ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ2回塗り

集合郵便受 BL集合郵便受箱(SA型)　新協和／SK-108SBL 1290×514×140 ｽﾃﾝﾚｽ製　2箇所

LPG外壁

棟番号表示版 ①下地調整RB種　②DP3級ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ2回塗り

下地処理　DP塗り

ｽﾃﾝﾚｽ掲示板 550×410新設　新協和／SK-401-1S(ﾚｻﾞｰ貼り)　2箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 AR-4型吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 AR-4型吹付

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え（目地切）

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え　EP-1 ﾛｰﾗｰ塗り

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 EP-1 ﾛｰﾗｰ塗り

鋼製　焼付塗装

鋼製　焼付塗装

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

石綿ｽﾚｰﾄ 5ｔ　VP塗り

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾗｰVU75Φ

鋳鉄製

ｱﾙﾐ製 400×550(48個)(最上階L780 16個)　撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ(25×10mm程度)

ｼｰﾘﾝｸﾞ(15×10mm程度)

樹脂製（外径185Φ）

鋼製　焼付塗装　700×660

ｱﾙﾐｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ ｳﾚﾀﾝ焼付塗装　1600×920

鋼製　1300×660×140(8戸用)　2箇所　撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ化粧積み

耐食ｱﾙﾐ板 430×860×50　ｼﾞｭﾗｸﾛﾝ焼付塗装

ｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ20Φ～60Φ

ｽﾃﾝﾚｽ掲示板 550×400　2箇所撤去

ａ

ｂ

ｽｲｯﾁ及びﾌﾟﾚｰﾄ撤去　8箇所 ｽｲｯﾁ及びﾌﾟﾚｰﾄ新設　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ／WN5001010+WN3700020+WN6001W010　8箇所

ｲﾝﾀｰﾎﾝ押釦ﾌﾟﾚｰﾄ新設　ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ／JIS C 0920 IPX3　EG331　16箇所ｲﾝﾀｰﾎﾝ押釦ﾌﾟﾚｰﾄ撤去　16箇所

窓面台、階段踊場手摺天端

①下地調整RB種　②下地処理　③ﾉﾝﾀｰﾙ系変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料塗布(ｴｽｹｰ化研 ﾐﾗｸNTｴﾎﾟ)

①劣化改修　②水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)　③複層塗材Ｅ塗り(ｱｸﾘﾙ系)

①劣化改修　②水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)

①劣化改修　②水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)　③外装薄塗材Ｅ塗り(ｱｸﾘﾙ系)

①劣化改修　②水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)　③EP-G塗り

①劣化改修　②水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)　③EP-G塗り

改 修 仕 様 書
改 修 箇 所 既 存 仕 上 改 修 内 容

伸縮目地、ｻｯｼ廻り、換気扇

電線管

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺、窓手摺、ﾀﾗｯﾌﾟ
引込開閉器盤、他電気系BOX類

c

d

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ室名札 270×135撤去　16箇所 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ室名札 270×135新設　新協和／SK-602AP　16箇所

階数表示板 ﾌﾟﾗｽﾁｯﾂｸ製120Φ新設　新協和／SK-601-SW　8箇所階数表示板 ﾌﾟﾗｽﾁｯﾂｸ製120Φ撤去　8箇所

e

階段室 室名札

階段室 階数表示板

階段室 防鳥ネット

階段室 ｲﾝﾀｰﾎﾝ押ﾎﾞﾀﾝﾌﾟﾚｰﾄ

階段室 照明ｽｲｯﾁﾌﾟﾚｰﾄ

階段室 掲示板

　　飛散防止に努める。

　③石綿含有成形板等の運搬に当たっては、運搬車輌の荷台全体をシート等で覆い、

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板（ﾊﾟﾈﾙ部）

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板（枠部）

f 階段室 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ 鋼製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ撤去　92箇所 図示による

図示による木製枠防鳥ﾈｯﾄ　撤去

g 階段室 消火器表示ﾌﾟﾚｰﾄ 消火器表示ﾌﾟﾚｰﾄ撤去 80×240 消火器表示ﾌﾟﾚｰﾄ新設 80×240　8枚

h

i

流し台 L＝1800　16台 取り外し、ガス配管更新後再取り付け　16台（建築工事）DK 流し台

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ物置 仮設足場を交す範囲で移設、外壁工事完了後復旧

※発注者事前調査では

　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有無検出

（調査位置：外壁ﾘｼﾝ）

2650×1400×H2000　1棟

①下地調整RB種　②下地処理　③EP-G塗り　　※避難表示ｽﾃｯｶｰ両面貼り(400×150) 計24枚

①水洗い(15MPa程度)後，下地調整塗材（C-1)　②複層塗材Ｅ塗り(ｱｸﾘﾙ系)
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有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

外壁改修工事特記仕様書２ ＮＳ
3

3

25

25

設計数量：　　　　ｍ

Ｂ－５　モルタル面躯体部樹脂注入工法［標仕４．３．６］

57

6

5

4

ヶ所

記号・仕様

名　　称

改修前 改修後

工　程

記号・仕様

名　　称

改修前 改修後

工　程

Ａ　表面劣化部処理

Ａ－１　打放し面表面劣化部処理［サンダー工法］ Ａ－２　モルタル面表面劣化部処理［サンダー工法］

Ｂ　ひび割れ部処理

ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ ひび割れ幅　１．０㎜超 ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ ひび割れ幅　０．２～１．０㎜ ひび割れ幅　０．２～１．０㎜

Ｂ　ひび割れ部処理

Ｂ－６　モルタル面Ｕカットシール材充てん工法

ひび割れ幅　１．０㎜超

Ｂ－７　モルタル面Ｕカットエポキシ樹脂充てん工法

ひび割れ幅　０．２～１．０㎜
Ｃ－１　打放し面錆鉄筋部処理

Ｃ　錆鉄筋部処理

Ｄ－１　モルタル面はつり

Ｄ　浮き部処理

工　程

記号・仕様

名　　称

改修前 改修後

Ｄ　浮き部処理

記号・仕様

名　　称

改修前 改修後

工　程

Ｄ　浮き部処理

①既存仕上げ材及び脆弱層サンダーケレン（・全面　＊部分）

③セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜） ③セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①サンダーケレン

②ひび割れ部シール

③エポキシ樹脂注入

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

設計数量：

③シーリング材打設

④Ｕカット部埋戻し　（ポリマーセメントモルタル）

⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①ひび割れ部Ｕカット

③可とう性エポキシ樹脂充てん後けい砂

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①サンダーケレン

②ひび割れ部シール

③エポキシ樹脂注入

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

　　　　　（　　）内は挙動ひび割れ数量を示す

設計数量：

　　　　　（　　）内は挙動ひび割れ数量を示す

①ひび割れ周囲モルタルカッター切り

②モルタル除去

③ひび割れ部シール

④エポキシ樹脂注入

⑤埋戻し

⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①ひび割れ部Ｕカット

③シーリング材打設

④Ｕカット部埋戻し　（ポリマーセメントモルタル）

⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①ひび割れ部Ｕカット

③可とう性エポキシ樹脂充てん後けい砂

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①錆鉄筋周辺のはつり

②錆落とし

④防錆処理

⑤はつり部埋戻し整形

⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

②浮き部はつり

③錆落とし

⑤防錆処理

⑥はつり部埋戻し整形

⑦セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

②浮き部はつり

④はつり部埋戻し整形

⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①穿孔

②孔内エアー清掃

③エポキシ樹脂注入

④ステンレスピン挿入

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

16

25

16

25

16

25

16

25

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

⑤穿孔跡埋戻し［エポキシパテ］

⑥サンダーケレン

⑧セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

一般部

指定部

16

25

ヶ所
ヶ所

①ﾋﾟﾝ固定部穿孔

②孔内ｴｱｰ清掃

③ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入

⑤穿孔跡埋戻し［ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ］

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

13

20

13

20

13

20

13

20

13

20

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

⑥注入口穿孔

⑦孔内エアー清掃

⑧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

⑨穿孔跡埋戻し［ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ］

⑩ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ

⑫ｾﾒﾝﾄ系下地調整材ｺﾃ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

12

20

12

20

12

20

12

20

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

［エポキシパテ］①ピン固定部穿孔

②孔内エアー清掃

③ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入

④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入

⑤穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ］

⑥注入口穿孔

⑦孔内エアー清掃

⑧ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入

⑨穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ］

⑩ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ

⑫ｾﾒﾝﾄ系下地調整材ｺﾃ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

13

20

13

20

13

20

13

20

13

20

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

12

20

12

20

12

20

12

20

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

①穿孔

②孔内エアー清掃

③ステンレスピン（注入口付）挿入

④エポキシ樹脂注入

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

⑤穿孔跡埋戻し

⑥サンダーケレン

⑧セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

一般部

指定部

 9

16

ヶ所
ヶ所

①一般部分標準グリッド（２５０×２５０）

（指定部以外の部分）

③峡幅部

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

②指定部分標準グリッド（２００×２００）

（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）

①一般部分標準グリッド（２００×２００）

（指定部以外の部分）

②指定部分標準グリッド（１１０×１１０）

（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）

③峡幅部

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

①一般部分標準グリッド（２００×２００）

（指定部以外の部分）

③峡幅部

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

①一般部分標準グリッド（３３０×３３０）

（指定部以外の部分）

③峡幅部

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）
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②指定部分標準グリッド（１１０×１１０）

（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）

②指定部分標準グリッド（２５０×２５０）

（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）
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5
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3

1

1

2

3
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1

2

4

3

5

1

2

3

4

1

2

3

5

4

6

1

3

4

1

2

3

4

2

1

2

　モルタル

　タイル

4

3

5

6

7

8

1

6 7

6 7

2

　モルタル

　タイル

10

11

12

3

4

5

8

9

1

6 7

6 7

2

　モルタル

　タイル

10

11

12

3

4

5

8

9

1

2

　モルタル

　タイル

5

6

7

8

設計数量：　　　　ｍ 設計数量：　　　　ｍ

設計数量：　　　　ｍ

　　　　　ひび割れ幅　０．２～０．５㎜　　　　（　　　　　）ｍ

　　　　　ひび割れ幅　０．５～１．０㎜　　　　（　　　　　）ｍ

　　　　　ひび割れ幅　０．２～０．５㎜　　　　（　　　　　）ｍ

　　　　　ひび割れ幅　０．５～１．０㎜　　　　（　　　　　）ｍ

設計数量：①一般部分：　　　　㎡

　　　　　②指定部分：　　　　㎡

　　　　　③峡幅部　：　　　　ｍ

設計数量：①一般部分：　　　　㎡

　　　　　②指定部分：　　　　㎡

　　　　　③峡幅部　：　　　　ｍ

設計数量：①一般部分：　　　　㎡

　　　　　②指定部分：　　　　㎡

　　　　　③峡幅部　：　　　　ｍ

4

3

Ｂ－１　打放し面樹脂注入工法［標仕４．２．５］ Ｂ－２　打放し面Ｕカットシール材充てん工法［標仕４．２．６］ Ｂ－３　打放し面Ｕカットシール材充てん工法［標仕４．２．６］

Ｄ－２　　モルタル面アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．３．１１］

Ｄ－２’　タイル面アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　　［標仕４．４．９］

Ｄ－３　　モルタル面アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．３．１２］

Ｄ－３’　タイル面アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　　［標仕４．４．１０］

Ｄ－４　　モルタル面アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．３．１３］

Ｄ－４’　タイル面アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　　［標仕４．４．１１］ Ｄ－５’　タイル面注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　　［標仕４．４．１２］

Ｄ－５　　モルタル面注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．３．１４］

Ｃ－２　モルタル面錆鉄筋部処理

①カッター縁切り（Ｃ－３） ①カッター縁切り（Ｃ－３）

Ｂ－４　モルタル面樹脂注入工法［標仕４．３．６］

設計数量：　　　　ｍ　

※Ａ－１工法を行う場合は、①、④の工程はＡ－１工法に含む。 ※Ａ－１工法を行う場合は、②、⑤の工程はＡ－１工法に含む。 ※Ａ－１工法を行う場合は、②、④の工程はＡ－１工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は、⑥の工程はＡ－２工法に含む。

※Ａ－２工法を行う場合は、②、⑤の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は、②、④の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は、③、⑥の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は、④、⑦の工程はＡ－２工法に含む。 ※Ａ－２工法を行う場合は、③、⑤の工程はＡ－２工法に含む。

※Ａ－２工法を行う場合は、⑥、⑦、⑧の工程はＡ－２工法に含む。

※Ｄ－２’工法を行う場合は、⑥、⑦、⑧の工程は含まない。

※Ｄ－３’工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程は含まない。

※Ｄ－５’工法を行う場合は、⑥、⑦、⑧の工程は含まない。

※Ａ－２工法を行う場合は、⑥、⑦、⑧の工程はＡ－２工法に含む。

※Ａ－２工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程はＡ－２工法に含む。※Ｄ－４’工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程は含まない。

※Ａ－２工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程はＡ－２工法に含む。

※Ａ－２工法を行う場合は、①、④の工程はＡ－２工法に含む。

設計数量：　　　　ｍ 設計数量：　　　　ｍ 設計数量：　　　　㎡

設計数量：①一般部分：【ﾓﾙﾀﾙ面】　　　　㎡　【ﾀｲﾙ面】　　　　㎡

設計数量：　　　　㎡

⑪水洗い（15Mpa程度）

⑦水洗い（15Mpa程度）

設計数量：　　　　㎡

　　　　  ②指定部分：　　　　㎡

　　 　   ③峡幅部　：　　　　ｍ

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

A-03

②水洗い（15Mpa程度）

①既存仕上げ材及び脆弱層サンダーケレン（・全面　＊部分）

②水洗い（15Mpa程度）

①ひび割れ部Ｕカット

②水洗い（15Mpa程度） ②水洗い（15Mpa程度）

②水洗い（15Mpa程度） ②水洗い（15Mpa程度）

③水洗い（15Mpa程度）

④水洗い（15Mpa程度）

③水洗い（15Mpa程度）

⑦水洗い（15Mpa程度）

⑪水洗い（15Mpa程度）

13.66 29.28 30.77

6.02 69.53 0.0

8.47

30.24

0.0

0.0
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2026

2026

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

外壁改修工事特記仕様書２ ＮＳ
3

3

25

25

④防錆処理

6

4

5

記号・仕様

改修前 改修後

名　　称 Ｄ　浮き部処理

①ピン固定部穿孔

②孔内エアー清掃

③ステンレスピン（注入口付）挿入

④エポキシ樹脂注入

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

⑥注入口穿孔

⑦孔内エアー清掃

⑧エポキシ樹脂注入

⑨穿孔跡埋戻し［エポキシパテ］

⑩サンダーケレン

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

 9

16

 9

16

 9

16

⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

 9

16

ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所
ヶ所

⑤穿孔跡埋戻し［エポキシパテ］
工　程

Ｄ　浮き部処理

Ｄ－８　　タイル面注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法（小口タイル以上）

①ピン固定部穿孔

②孔内エアー清掃

③ステンレスピン（注入口付）挿入

④ポリマーセメントスラリー注入

⑤穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］

⑥注入口穿孔

⑦孔内エアー清掃

⑧ポリマーセメントスラリー注入

⑨穿孔跡埋戻し［ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］

⑩サンダーケレン

⑫セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

ヶ所 一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

一般部

指定部

 9

16

 9

16

 9

16

 9

16

ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所 ヶ所
ヶ所
ヶ所

①穿孔

②孔内エアー清掃

③ステンレスピン（注入口付）挿入

④エポキシ樹脂注入

⑤穿孔跡埋戻し［化粧キャップもしくは調色樹脂パテ］

Ｅ　欠損部処理

①欠損部はつり等での整形

③欠損はつり部埋戻し［ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］

④セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

①欠損部・錆鉄筋周辺はつり等での整形

②錆落とし

⑤欠損はつり部埋戻し［ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］

⑥セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

②欠損部はつり等での整形

④欠損はつり部埋戻し［ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ］

⑤セメント系下地調整材コテ塗り（１．５ｍｍ±０．５㎜）

　（鉄筋の露出部がある場合はＥ－２による）

　　　　　※標準グリッド等は，Ｄ－６，Ｄ－６’と同じ

下地補修後

① プライマー下塗り

② ポリマーペースト中塗り

③ 三軸ネット張り

④ ワッシャー付アンカーピン打ち込み

⑤ ポリマーペースト中塗り

⑥ アルミ水切り取付け (L-30×15×2.0　ステンレスビス止＠450）

⑦ シーリング打設（ＭＳ-２）

Ｆ　　外壁複合改修工法

記号・仕様

名　　称

記号・仕様

改修前

名　　称

改修後

記号・仕様

名　　称

改修前 改修後

工　程

工　程

改修前 改修後

工　程

　モルタル

　タイル

　モルタル

　タイル

1

6 7

6 7

2 10

11

12

5

8

9

4

3

10

11

12

5

8

9

1

6 7

6 7

2
1

2

小口タイル以上

3

4

5

1

2

3

4

1

2

3 5

4

1

2

3

h

500

1

2

3
モルタル下地突出部がある場合は撤去し、

水切り目地がある場合は穴埋めをすること。

h

500

4

5

7 6

（指定部以外の部分）

③峡幅部

1,000

1
,0

0
0

200

2
0
0

以
下

200

1,000

1,
0
0
0

110

1
10

①一般部分標準グリッド（１６５×１６５）

（幅２００㎜以下で帯状に剥離している幅の狭い箇所）

②指定部分標準グリッド（１２５×１２５）

（見上げ面、ひさしのはな、まぐさ隅角部分等）

　注入口付アンカーピン固定部

　注入口

165

1
65

　　　　　③峡幅部　：　　　　ｍ

　　　　　②指定部分：　　　　㎡

設計数量：①一般部分：　　　　㎡

設計数量：①一般部分：　　　　㎡

　　　　　②指定部分：　　　　㎡

　　　　　③峡幅部　：　　　　ｍ

Ｆ　外壁複合改修工法

外壁改修フロー図

・コンクリート打放し仕上げ外壁の場合

・モルタル塗り仕上げ外壁の場合

外　　壁　　調　　査　　（　施　工　数　量　調　査　）

旧仕上げ材の撤去　・全面　　※図示

ひび割れ部改修 欠損部改修

下地調整材　　　　・全面　※図示

仕上塗材仕上げ　　・全面　※図示

外　　壁　　調　　査　　（　施　工　数　量　調　査　）

旧仕上げ材の撤去　・全面　　※図示

浮き部改修 シーリング改修ひび割れ部改修

シーリング改修

シーリング充填工法

4

3

樹脂注入工法
（注１）

Ｕカットシール材
充填工法

シール工法 充填工法
錆鉄筋部
補修工法

１００×３００×
　　　　　３０㎜程度

幅１００㎜程度

欠損部改修

Ｄ－６　　モルタル面注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　［標仕４．３．１５］

Ｄ－６’　タイル面注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法　　　［標仕４．４．１３］

Ｄ－７’　タイル面注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　　［標仕４．４．１４］

Ｄ－７　　モルタル面注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法　　［標仕４．３．１６］

［標仕４．４．１５］

Ｅ－１　　打放し面充填工法［標仕４．２．８］ Ｅ－２　　打放し面欠損部処理［標仕４．２．３］ Ｅ－３　　モルタル面欠損部処理［標仕４．３．３］

シーリング再充填工法
樹脂

全面エポキシ 全面ポリマー
セメントスラリー

樹脂注入工法
（注１）

Ｕカットシール材
充填工法

シール工法 充填工法
モルタル

塗替え工法
部分エポキシ

樹脂

 一般部分  一般部分  一般部分

 カッター切り カッター切り

 指定部分 指定部分 指定部分

・タイル張り仕上げ外壁の場合

下地調整材　　　　・全面　※図示

仕上塗材仕上げ　　・全面　※図示

外　　壁　　調　　査　　（　施　工　数　量　調　査　）

浮き部改修ひび割れ部改修 目地改修

アンカーピンニング注入工法　・注入口付

シーリング改修欠損部改修

樹脂注入工法
（注１）

Ｕカットシール材
充填工法 張替工法

タイル部分 タイル張替
工法

部分エポキシ
樹脂

全面エポキシ
樹脂

全面ポリマー
セメントスラリー

シーリング
再充填工法

目地ひび割れ
改修

伸縮目地
改修

二丁掛けﾀｲﾙ 一般部分 一般部分 一般部分カッター切り

指定部分指定部分50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ 指定部分

カッター切り

（注１）樹脂注入工法の工法の種類を示す

設計数量：　　　㎡

設計数量：　　　㎡

①カッター縁切り（Ｃ－３）

※Ａ－２工法を行う場合、⑩、⑪、⑫の工程はＡ－２工法に含む※Ｄ－６’工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程は含まない。

※Ｄ－７’工法を行う場合は、⑩、⑪、⑫の工程は含まない。 ※Ａ－２工法を行う場合、⑩、⑪、⑫の工程はＡ－２工法に含む

※Ａ－２工法を行う場合、③、⑤の工程はＡ－２工法に含む※Ａ－１工法を行う場合、③、⑥の工程はＡ－１工法に含む※Ａ－１工法を行う場合、②、④の工程はＡ－１工法に含む

モルタル撤去　・しない　※する
アンカーピンニング注入工法　・注入口付

タイル撤去　・する　※しない
設計数量：　　　㎡設計数量：　　　　㎡　

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

　　　　　ｍ水切

　　　　　㎡ネット張り
設計数量

39.0

45.2

A-04

⑪水洗い（15Mpa程度）

⑪水洗い（15Mpa程度）

②水洗い（15Mpa程度）

③水洗い（15Mpa程度）

③水洗い（15Mpa程度）

4.21 0.0



仮設工事特記仕様書

①配置図に記載された仮設等については、発注者の考え方を示したものであって、実際に施工においては

　事前に詳細な調査・検討を行い、より安全な施工に努める。

②仮設計画は監督員の承諾を得る。

③仮設足場（先行足場、階段共）には、養生シートを張り埃等の飛散を防ぐこと。

④入居者及び第三者が、工事エリアに入れないように、仮設足場１段目には金網等を設置し、施錠付きの

　出入り口を設けること。

⑤階段室等の建物出入り口には、落下防止対策を講ずること。

⑥エアコンは、使用できるように室外機を養生すること。

⑦外部の水洗い時及び塗料等の臭気を伴う作業の際は、開口部を十分に目張りすること。
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工事場所

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

LPG

物置

(8号棟)

3

3
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25

A-05

付近見取図　S＝NS

付近見取図・配置図・仮設工事特記仕様書

改 修 建 物

ガードフェンス

ガードフェンス

ﾌｪ
ﾝｽ

ﾌｪﾝｽ

工事作業者駐車場及び資材置き場
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A※改修仕様表示　　～は原則左右対称・各階共通とする
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東面立面図　S=1/100

西面立面図　S=1/100

南面立面図　S=1/100

北面立面図　S=1/100
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▽ GL

300×400×D160 300×400×D160

150×150×D100
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400×650×D200

200×300×D100 150×280×D100
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西面立面図　S=1/100（西階段側面）

（軒 裏）

※1階廻り及び階段室のみの調査図であり全数調査したものではない（2階以上は1階から目視したもの）

1

1

2

3

4

5

6

7
8 9

2

2

1

3

4

A-1 表面劣化（打ち放し面）基礎

B-2 ひび割れ（打ち放し）基礎

C-1 錆鉄筋（打ち放し面）基礎

A-1 表面劣化（打ち放し面）

A-2 表面劣化（モルタル面）

B-2 ひび割れ（打放し面）

B-6 ひび割れ(モルタル面)

C-1 錆鉄筋（打放し面）

D-2 モルタル浮き（注入）一般部

D-2 モルタル浮き（注入）挟幅部

E-1 欠損部（打ち放し面）

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

2026

2026

3 25

253福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠S=1／100

有実住宅８号棟外壁・ガス菅改修工事

調査結果図１(東・西立面)

A-13



1
,
0
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
8
0
0

4
2
0

0

1,000

3,600

6,200

12,020

11,600

8,800

（裏面）

（天端）

（天端）

（裏面）

（天端）

（裏面）

（裏面）

３階バルコニー

４階バルコニー

２階バルコニー

１階バルコニー

（軒 裏）

（床面）

（裏面）

（床面）

（裏面）

（床面）

（裏面）

（床面）

（庇）

（庇）

（庇）

南面立面図　S=1/100

※1階廻り及び階段室のみの調査図であり全数調査したものではない（2階以上は1階から目視したもの）

3

4

10 11
12

13

14

15

16 17 18

19 20 21

22

23

24

25 26

27

28

29 30 31 32

33 34 35

36

37

38 39 40
41

42 43 44 45 46 47 48 49

50
51

1 2 3 4 5

5

6 7

8

9 10

11

12

13 14 15

16

17

18 19

20

21 22

23

24

25

26

27

28 29

30 31

6 7

8

9 10

11
12

13

14

15

32 33 34 35

36

37

38

39

40
41

111 112 113
114

115

1 2

3

4

5
6

7 8 9 10

11

12
13

14

45

18

19 20

21
15

16
17

22

1
2

3

1
2 3

4

5 6

4 5

1

2 3

4 5

6

7

8

9

10

1 2 3
4

6 7 8

A-1 表面劣化（打ち放し面）基礎

B-2 ひび割れ（打ち放し）基礎

C-1 錆鉄筋（打ち放し面）基礎

A-1 表面劣化（打ち放し面）

A-2 表面劣化（モルタル面）

B-2 ひび割れ（打放し面）

B-6 ひび割れ(モルタル面)

C-1 錆鉄筋（打放し面）

D-2 モルタル浮き（注入）一般部

D-2 モルタル浮き（注入）挟幅部

E-1 欠損部（打ち放し面）

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

2026

2026

3

3

25

25福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠S=1／100

有実住宅８号棟外壁・ガス菅改修工事

調査結果図２(南立面)

A-14



1
,
0
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

2
,
8
0
0

4
2
0

0

1,000

3,600

12,020

11,600

8,800

6,200

▽ GL

北面立面図　S=1/100

（軒 裏）

１階バルコニー

２階バルコニー

３階バルコニー

４階バルコニー

（裏面）

（床面）

（裏面）

（床面）

（裏面）

（床面）

（裏面）

（床面）

※1階廻り及び階段室のみの調査図であり全数調査したものではない（2階以上は1階から目視したもの）

62

63
64 65

52

53

54
55

56
57

58

59

60

5

61

90
91

76 77

78 79 80

81

82 83

84

68

69

70
71

72 73

66

85

86

87

88

89

74

75

67

65

66

67 68

69

70 71 72 73

74

42

43 44 45

46

47

48

49

50
51 52

53

54

55

56

57

58
59

60 61
62 63

64

102

92
93

94
95

96

97
98

104

105 106

107

75
76

77

78

79
80

81

82

83

103

99

100

101

84

85 86

87

88

89

90 91

27 28

23

24

25

26

35 36 37

38

30
31

32 33

42

39 40

41

34

29

6 7

8

9

10

11
12

13

14

15

16
17

7

8

18

9

10

19

20 21

11
12 13

14

15

16

9

A-1 表面劣化（打ち放し面）基礎

B-2 ひび割れ（打ち放し）基礎

C-1 錆鉄筋（打ち放し面）基礎

A-1 表面劣化（打ち放し面）

A-2 表面劣化（モルタル面）

B-2 ひび割れ（打放し面）

B-6 ひび割れ(モルタル面)

C-1 錆鉄筋（打放し面）

D-2 モルタル浮き（注入）一般部

D-2 モルタル浮き（注入）挟幅部

E-1 欠損部（打ち放し面）

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

2026

2026

3

3

25

25福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠S=1／100

有実住宅８号棟外壁・ガス菅改修工事 A-15

調査結果図３(北立面)



1,300 1,300

1,300 1,300

開口320×350

開口320×350 開口320×350

1

2

3

4

1

2

3

4

3,800700

400

2,400 3,800 700

400

2,400

3,800700

400

2,400 3,800 700

400

2,400

（西面）（東面）

（西面）（東面）

天 井

天 井

（１階）

（２階）

（３階）

（４階）

（１階）

（２階）

（３階）

（４階）

Ｃ Ｂ 11 ９ ＣＢ

北 面

９ 11

西階段立面図　S=1/100

西 面東 面 南 面

Ｃ Ｂ 11 ９ ＣＢ

北 面

９ 11

西 面東 面 南 面

東階段立面図　S=1/100

※1階廻り及び階段室のみの調査図であり全数調査したものではない（2階以上は1階から目視したもの）

92
93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105 106

107

108

109
110

111

112113114
115

116

66

67
68

69

70

71
72

73

74

75
76

77

78
79

80

81

82

83

84
85

86
87

88

89

90 91

92

93

94

108

109

110

42
43
44

45

4647
48

49

50 5152

53

54

55
56

57
58

59

60 61

6263

6465

1

2

3 4 5

6 7

8

9

10

11

12

13

14

15

16
17

18

19

20

21

22
23

24 25

26
27

28
29

30

31

32

33
34

35
36

37
38

39

40 41

95

96
97

98

99
100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116
117

118

119
120

121
122

123

124

125

126

127

128

129
130

131

132

133

134 135 136

137

138

43

44

1

2

3

4

A-1 表面劣化（打ち放し面）基礎

B-2 ひび割れ（打ち放し）基礎

C-1 錆鉄筋（打ち放し面）基礎

A-1 表面劣化（打ち放し面）

A-2 表面劣化（モルタル面）

B-2 ひび割れ（打放し面）

B-6 ひび割れ(モルタル面)

C-1 錆鉄筋（打放し面）

D-2 モルタル浮き（注入）一般部

D-2 モルタル浮き（注入）挟幅部

E-1 欠損部（打ち放し面）

10

11

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

2026

2026

3

3

25

25福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠S=1／100

有実住宅８号棟外壁・ガス菅改修工事

調査結果図４(階段)

A-16



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026 （既存参考図）外部仕上表

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

3

3

25

25

A-17

S=NS



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026 （既存参考図）内部仕上表

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

3

3

25

25

A-18

S=NS



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026
S=1／50（既存参考図）建具表１

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

3

3

25

25

A-19



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026
S=1／50（既存参考図）建具表２

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

3

3

25

25

A-20



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026
S=1／10

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

3

3

25

25 （既存参考図）雑詳細図１(窓手摺・隔板)

A-21



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 意匠
2026

2026
S=1／10

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

（既存参考図）雑詳細図２(ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺)
3

3

25

25

A-22



　　部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）

 ４．接続納付金等
 １）冷水・温水・冷温水　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

 ２）膨張・空気抜・補給水・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

の保温材撤去

飛散抑制剤の塗布

配管切断箇所

１
０

０

１００

１００

材をつつみ、テープ等で密閉
ビニールシート等で成形保温

成形保温材に

成形保温材前後

配管切断箇所

フランジ外周部に飛散抑制剤の

塗布又はビニルテープ貼り等

機器切断部

成形保温材付き配管撤去要領図　S=NSダクト・たわみ継手フランジ部撤去要領図　S=NS

ダクト切断部

石綿含有ガスケット

１００１００１００

　　　　　ル法、地方自治体による条例」等に基づき構外搬出適切処理とする。

　　　　　　に、成形保温材前後の保温材を撤去する。

　　　　　　抑制剤の塗布又はビニルテープ貼り等を施す。

　　　　　　側の切断を行う。

　　　　　　塗布又はビニルテープ貼り等を施す。

 　　　 を得ること。

 　　　 い、監督職員に報告を行う。

 　　　 律、建築基準法、建設リサイクル法、地方自治体による条例」等に基づき関係機関と協議を行

石綿含有設備資材の処理について

 　　　 撤去に先立ち、「大気汚染防止法」の他「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法

　　　　３）ダクト片側の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施し、もう片

　　　　２）ダクトの切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　　１）ダクトの切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散抑制剤の

 　　（１）ダクトフランジ部

 　　　　ダクトフランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。

 　２．各部位の撤去方法は、以下の内容及び撤去要領図を参考とし、監督職員に計画書を提出し承諾

　　　　１）ダクト及び機器の切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散

　　　　たわみ継手フランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。

 　 （２）たわみ継手フランジ部

　　（３）構外搬出適切処理後、監督職員へ報告書を提出する。

　　　　　の他。「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建築基準法、建設リサイク

　　（２）石綿含有廃棄物であることを表示すると共に、石綿飛散防止対策として「大気汚染防止法」

　　（１）処理に先立ち、関係機関と協議を行い監督職員へ計画書を提出し承諾を得る。

 Ⅱ．石綿を含有する設備資材の処理方法（※搬出費・運搬費・処分費は別途）

 　１．工事受注者は、施工に先立ち以下の報告を行うこと。

 Ⅰ．石綿を含有する設備資材の撤去方法

　　　　３）配管の切断は、密閉部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　　２）ビニールシート等で成形保温材を包み配管表面でテープ止めとし密閉する。

　　　　１）配管の切断に先立ち、飛散防止措置として成形保温材に飛散抑制剤の塗布を施すととも

　　　　成形保温材付き配管の曲線部の撤去は、原則として切断による方法とする。

　　（４）成形保温材付き配管の曲線部

　　　　１）配管の切断は、フランジ部分にかからない箇所において行う。

　　　　配管フランジ部におけるガスケット撤去は、原則として切断による方法とする。

　　（３）配管フランジ部

　　　　３）ダクト及び機器の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施す。

　　　　２）ダクト及び機器の切断は、フランジ部分の約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

 排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．

 １．１１による耐熱・耐火ケーブルとする。

排

備

設

水

備

設

気

換

調

・

和

気

空

 か、図示による。

 　　類とする。

 防振基礎の防振材及び振動絶縁効率は、標準仕様書および標準図によるほ 29．機器用基礎

 30．空調用流体の水質基準 日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器用水質ガイドライン）による。

 ３）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付

 ２）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。

 １）空調用の吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー

 　　ける。点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。

 28．消音内貼り 排

備

設

水

 肢体不自由者用洗面器に設ける自動水栓に手動スイッチを、

 　※ 設ける　 ・ 設けない

備

設

 図示による。

雨

用

利

水

ガ

備

設
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給

備

設

湯

給

備

設

水

備

衛

生

器

具

設

御

制

設

備

動

自

排

備

設

煙

 　 （ ・ 担体流動生物濾過方式　 ・ 嫌気分離接触ろ床方式 ）

 構成その他は図示による。 ７．薬液注入装置

 目幅の有効間隔は（ ※ ５ｍｍ　 ・ 　　ｍｍ ）とする。 ６．網かご形スクリーン

 ・ ナイフ仕切弁　 ・ 偏心式プラグ弁　 ・ バタフライ弁 ５．雨水電動遮断弁

 ２）土間配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）（ＳＧＰ－ＦＰＤ）

 １）一般配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ）（ＳＧＰ－ＦＰＡ）

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ※ パルス式　　　 ・ 直読式

 ３．弁類

 ４．量水器

 図示による。 １．システム構成その他

 ２．配管材料

浄

化

槽

設

備

 ２．その他

 １．処理種別及び方式

 ・ 合併処理（ ・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

 ・ 小規模合併処理

 図示による。

 ・ 借用　 ※ 買取り

 ・ 要（取付け位置は図示による。外部出力端子　 ・ 不要　 ・ 要 ）

 １）親メーターはガス供給事業者より借用とする。

 ２）液化石油ガス　メーター1次側　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

 １）都市ガス　　　ガス事業者の定めによる。 ２．配管材料

 ４．充てん容器

 ５．バルク貯槽

 ８．容器転倒防止

 ７．容器廻りの配管

 ３．ガス漏れ警報器

 １．都市ガス設備  ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

 ※ 不要

 　 警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は別途工事とする。

 ※ 借用　 ・ 買取り

 ６．ガスメーター

 ・ 縦型　 ・ 横型　　最大充てん量　 　　ｋｇ

 ・ １０ｋｇ　 ・ ２０ｋｇ　 ・ ５０ｋｇ　　　　　本

 　　　　　　　　　メーター2次側　　・　ガス用フレキシブル管

 ただし、公営水道に直結する部分及び特記部分は、１０Ｋとする。

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ３．保温  湯沸器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温 ｈ･(イ)･Ⅸ を行う。　

 ２．弁類

 １．配管材料

 ２）湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

 １） ・ 保温付被覆銅管　 ・ 銅管　 ・ ステンレス鋼管

 ※ 別途工事　 ・ 本工事

 　　ポンプ  着脱装置、ストレーナー及び水中ケーブルの長さは図示による。

 電動機の極数は図示による。

 水中形三相誘導電動機は、（ ※ 乾式　 ・ 油封式 ）とする。

 　　汚物用水中モーター

 ３．汚水、雑排水及び

 ２．排水金物  記号 ＣＯＡＤ は掃除口を兼用する排水金物を示す。

 （第１桝まで含む）　

 １．配管材料

 　　（機器、盤類はこれによらなくてもよい）

 １．配管材料

 等品とする。

 ５．温水洗浄便座

 　　　　　 ・ 手動式

 ４．大便器用洗浄弁  操作方式　 ・ 電気開閉式（ ・ センサー式　 ・ タッチスイッチ式 ）

 形式は（ ※ 小便器一体型　 ・ 小便器分離型 ）とする。

 １．一般事項  型番変更等により参考型番が変更又は廃止されている場合、参考型番の同

 ※ 個別感知方式（ ※ ＡＣ電源　 ・ 乾電池 ）　 ・ 手動式

 ６．器具と排水管接続

 洗浄水量４リットル／回以下とする。

 ３．自動水栓

 ２．小便器用節水装置

 電源種別は　 ※ ＡＣ電源　 ・ 自己発電　 ・ 乾電池

 調節器等の取付け高さは　 ※ １３００ｍｍ　 ・　

 ４．中央監視制御装置  ・ 有り（構成機能は図示による）　　・ 無し

 屋内用キャビネットは　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製 ３．自動制御盤

 ２．自動制御機器

 １．システム構成・機能  図示による。

 ２）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は

 １）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。 ５．計装工事の配線

 　　一般共通事項１９．電線類の規格による。

 　　　　　②電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用電線

 　　天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

 　　　　　　における弱電信号、通信線を除く制御線

 　　　　　③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等）

 　　用途：①電源線、接地線

 　　　　　　　復帰方式

 ２．排煙口

 １．ダクト

 建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降

 機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

 ３．排煙口開放及び

 ４．排煙風量測定

 ・ ダンパー形　 （ ・ 天井内取付　 ・ 　　　 ）

 電気式（遠隔操作　 ※　不要　　　　・ 要 ）

 ・ スリット形　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ）

 ・ パネル形　　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ）

 ※ 亜鉛鉄板製　　　・ 鋼板製（厚１．６ｍｍ）

 　※ 標準仕様書に記載されている機能

 　　　　　　　　　　　　 ・ ガード付きＬ形温度計

 ・ 空調機のサプライチャンバーからの分岐ダクト　 ・ 外気取入れダクト

 22．風量測定口  標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

 標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

 ・ グリスエクストラクター　 ・ グリスフィルター 21．グリス除去装置

 24．圧力計

 23．温度計

 ・ 空気調和機、全熱交換器廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト

 標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

 機器付属以外の温度計は　 ※ バイメタル式温度計

 25．ダンパー

 　　　　　　　ボックス

 20．吹出口・吸込口の  ※ 亜鉛鉄板製　 ・ グラスウール製

 　　を設ける。

 　　もよい。

 　　排出できるよう勾配をつける。

 ４）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合は、雨水等を自然に

 ３）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Ｈの接続チャンバー

 ２）接続するダクトの施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用して

 19．チャンバー等

 　　　　　　　　　　　　（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

 　　　　　　　　　　　  　アングルフランジ工法とする）

 　　　　　　　 ・ 要（但し杭は　 ※ 別途工事　 ・ 本工事 ）

 ３）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後１５０ｍｍを

 ５）土留め工事は　 ※ 不要　 ・ 要（ ・ 本工事　 ・ 別途工事 ）

 ４）基礎杭は　 ※ 不要

 　　（ ・ 屋内　 ・ 屋外 ）より油量監視用）を取付ける。

 ３）遠隔油量指示装置（液面計は（ ・ 抵抗変化式　 ・ 磁歪式 ）で

 ２）保護被覆は　 ※ ＦＲＰ　 ・ エポキシ樹脂　 ・ アスファルト

 油面計はゲージ式（側圧式）とする。

 ４）厨房用ダクトの板厚は「火災予防条例準則の運用について」による。

 　　１．６ｍｍ厚鋼板製とする。

 ２）長方形ダクトは　 ・ コーナーボルト工法

 １） ※ 低圧ダクト　 ・ 高圧１ダクト　 ・ 高圧２ダクト 18．ダクト

 　　　　　　　　　 　・ アングルフランジ工法

 　　　　　　　　　　　  （ただし、長辺が１５００ｍｍを越えるものは

 鉄製はしご　 ※ 要　　　 ・ 不要

 　　　　・個別リモコン

 12．集中管理リモコン

 15．開放形膨張タンク  本体の材質　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製

 形式　　　　 ※ 渦流形　 ・ 歯車形

 図示による。

 ろ材ユニットは（ ・ 再生式　 ・ 非再生式 ）とし、形式及び性能等は 13．空気清浄装置

 　　　　　　空気調和機

 　・ 外部信号を受け一括停止機能　 ・ 図示する機能

 パッケージ形空気調和機の記載による。

 リモコンの系統区分は図示による。

 集中管理リモコンの機能は、

 　・ エネルギーの管理に関する機能（外部記憶媒体への出力機能含）

 11．マルチパッケージ形

 　　　　　　空気調和機

   　　　　　　　　　　　 ・ カートリッジオリフィス形 ）

 内外渡配線は、原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）

 インバーター機の表示された能力は、型番で選定する。 10．パッケージ形

 ※ 流量調整弁　 ・ 定流量弁　を取付ける。

 ９．ファンコイルユニット

 　 （ 定流量弁の場合は　 ・ ダイヤフラム式流量可変式

 冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取付ける。

 床置形にはサブドレンパンを設ける、材質等はドレンパンに準ずる。

 による。

 　　　　　　空気調和機  　※ 不要　 ・ 図示による。

 風量３０，０００ｍ３／ｈを超える機器の許容騒音レベルは、図示による。

 ８．ユニット形  コイル通過後のケーシングに講じる表面結露対策は

 ７．冷却塔  標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値

 　　　　　　　　　　　 ・ 取付座を取付ける

 １．設計用温湿度条件

湿　度温度(ＤＢ)湿　　度温度(ＤＢ) 温度(ＤＢ) 湿　度

　　％　　　　℃冬季 １９．０℃ ４０％

一　般　系　統
外　気　条　件

５１．０％３４．９℃夏季 ２８．０℃ ５０％ 　　％　　　　℃

室　　　　　　内　（調整目標値）

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。 ３．弁類

 ４．空調機用トラップ  トラップの形式はフロートボール式（床置型）　 ※ ＦＲＰ製保温型

 ６．ばい煙濃度計

 ４）伸縮継手及び掃除口は図示による。

 投光器及び受光器は、送風器付きとする。

 ３）ばいじん量測定口（８０φ×２）　 ※ 取付ける　 ・ 取付けない

 ２）ばい煙濃度計　　　 ・ 取付ける　　 ・ 取付けない

 １）厚さ　　　　　　　 ※ ３．２ｍｍ　 ・ ４．５ｍｍ ５．鋼板製煙道
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　　　　　配管およびプラスチック桝は建築工事の重機作業に含む。

　　　　　建築工事の重機作業の後に機械設備にて撤去する。

　　　　　図示された桝類のうち、量水器桝、弁桝、散水栓ＢＯＸ、ため桝、インバート桝は、

　　　　　（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。

　　　　③熱源の残油はタンク及び配管内を含み回収し、適切に処理するものとし、

　　　　　フロンガスは「冷媒の回収方法について」による。

　　　　②人体及び地球環境に影響を及ぼす冷媒等の回収・破壊処理を行う。

　　　　　（コンクリート基礎の撤去は建築に含む。）

　　　　　図示された機器のうち、太線またはハッチング等により明示されたもの。

　　　　①重機作業に影響のある以下の機器を、建築工事の重機作業に先行して撤去する。

１．特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「建築物解体工

Ⅱ．工　事　仕　様　（解体工事の部）

Ⅰ．工　事　概　要　（解体工事の部）

　　　　　よる取り壊しとする。

　１）特記仕様書（機械設備の部）Ⅰ．２．建物概要に記載された取り壊し建物等の撤去を行う。

　２）上記撤去範囲部分は、地中埋設部分を含めて全て撤去する。

　　（１）建物については、

　４）撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材の分離は原則として中間処理上にて行う。

　　（４）給水、排水、ガス設備については指定工事店により、閉栓工事を行う。

　　（３）屋外埋設機器及び配管・桝類については全て撤去する。

　　（２）その他の機器及び配管・ダクト類について、処理に関する記載のない事項は、全て重機に

　３）本工事による撤去機器、配管及び桝類は、場内の指定場所に集積する。（図面は参考とする）

　　　アスファルト舗装及びコンクリート舗装の路盤撤去、埋め戻し・整地は別途建築工事とする。

１．工　事　内　容　（解体工事の部）

 建築物解体工事（機械設備の部）

冷媒の回収方法について

 　（１）「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）」に

 　　　　従って行い、監督職員に次の書類を提出する。

 　（２）ルームエアコン等で、「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象と

 　　　　なっているものは、同法に従ってリサイクル「冷媒の回収は原則としてポンプダウン

 　　　　による。」を行い、監督職員に次の書類を提出する。

 　　　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

 ５）蒸気還水　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ３７０Sch40）

 ３）冷却水　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

 ４）蒸気給気　　　　 　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

 ６）油・油用通気　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

 ７）冷媒　　　　　　　  ・ 断熱材被覆銅管

 ８）空調用給水　　　　　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

 １）屋内汚水管　　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　

 　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）（車道部）

 ５．桝のｺﾝｸﾘｰﾄ巻き

・  建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）

            ・ 建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）

６９．９％　-０．２℃

 ９）空調用排水 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP) ・ 結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　

 ３）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則と

 １）エア溜まりを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容 27．冷温水管等のエア抜き

 　　して分岐部より２ｍとする。

 　　易な位置にエア抜き弁装置（ ※ 手動　 ・ 自動 ）を設ける。

 　　　　　　　ユニット

 26．定風量・変風量  ・ メカニカル形　 ・ 風速センサー形

 (1)防火ダンパーは表示等により区分する。

 (2)防煙ダンパー　 遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下。）

 31．フィルターの予備品 空気調和機器等又はﾌｨﾙﾀｰﾁｬﾝﾊﾞｰの装着枚数の１００％を予備品（枠付）として納める。

自動巻取り形及びグリ－スフィルタ－は装着単位の１００％を予備品として納める。

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄは総台数の（ ・ ５０％ ・ １００％　）に当たるﾌｨﾙﾀｰを予備品（枠付）

として納める。

 大便器、小便器には、標記板（アクリル板に印刷可）を取付ける。

 洗浄用水加温方式は（ ・ 瞬間方式　 ・ 貯湯方式 ）とし、付加機能は

　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

                  ・水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  ・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

 ４）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

 　　電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、

 　　全硬度、重炭酸イオン、遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、

 　　蒸発残留物

　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

 ２）受水タンク以降の配管に使用するものの耐圧は、５Ｋとする。

 １）公営水道に直結する配管に使用するものの耐圧は、１０Ｋとする。

 １）親メーター　 ※ 借　用　 ・ 買取り（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ）

 ２．弁類

 ３．量水器

 ３）給水引込部の（ ・ 止水栓　 ・ 弁桝 ）は水道事業者指定品とする。

 給水栓用配管の接続口を（ ※ 設ける　 ・ 設けない ）ものとする。

 寸法　 ※ 全長約１３００ｍｍ　　　　　　　 ・ 図示による

 寸法　 ※ 約７０ｍｍ角全長約１３００ｍｍ　 ・ 図示による

 遮断弁の駆動方式は（ ※ 電気式　 ・ 機械式 ）とする。

 ２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

 １）屋外の水栓は　 ・ キー式ハンドル　 

 ・ 標準仕様書による　 ・ 水道事業者指定品

 ・ 定流量弁を定水位調整弁の手前に設置する。

 ※ 合成樹脂製　 ・ ステンレス製　 

 １）親メーター用　 ※ 水道事業者の指定品　 ・ 標準図（機材５７） ４．量水器桝

 ５．定水位調整弁

 ６．緊急遮断弁装置

 ７．水栓柱

 ８．不凍水栓柱

 ９．水栓

 10．タンク

 ２槽式の場合は、連通管を設けるものとする。

 ※ 別途工事　 ・ 本工事 11．引込納付金等

 12．ﾎﾞｯｸｽのｺﾝｸﾘｰﾄ巻き  弁ﾎﾞｯｸｽ，散水栓ﾎﾞｯｸｽ等はｺﾝｸﾘｰﾄ巻き仕上げとする。（但し舗装等の

仕上げ部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）

 　　 ・ 耐熱性ライニング鋼管　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

 ２．配管材料

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

 　冷媒の回収方法は次による。回収費・処分費は（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。

　５）浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒を施工した後、撤去する。
　　　(浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒は施設管理者側で実施し本工事では実施しない)

　　（４）石綿含有設備機器については、施設管理者及び監督職員と協議の上、適切に処理を行う。

 ２）屋内雑排水管　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　 　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

・　水栓は節水コマ付きを採用する。　・　水栓ハンドルは極力レバ－式を採用する。 ７．水栓

 ２）自動エア抜き弁装置は、標準図（施工３８（ｇ））による。

 １）据付け方法は　 ※ 標準図（施工３２）（二重殻タンク）

 　　　　　　　　　 ・ 標準図（施工３３）（タンク室有り）

 １）シーリングディフューザーの接続は標準図（施工４９）を参考とする。

 ※ 標準図（施工６５）　 ・ 標準図（施工６６）

 １）一般配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VB・FVB）

 ２）土間配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD・FVD）

 ３）地中配管用　 ・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）

 ３）地中配管用　 ・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

 ３）通気管　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

 ４）屋外排水管　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

  　小口径桝等はコンクリ－ト巻き仕上げとする。（但し舗装等の仕上げ

消

備

設

火

 ・ 易操作１号消火栓　　 ・ １号消火栓

 　　（屋外露出、寒冷地は保温種別 ｅ２･(ハ)･Ⅶ による）

 　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０－ＶＳ）

 １）屋内消火栓　一般配管用　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（白管） １．配管材料

 開閉弁の材質は　 ・ 鋳鉄製（要部青銅製）　 ・ ステンレス鋳物製 ５．屋外消火栓

 ３）　　　　　　一般配管用　 ・ 　

 ３）消火配管の保温は次による。

 ２）充水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する

 １）呼水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する

 ※ 広範囲型２号消火栓　 ・ ２号消火栓 ４．屋内消火栓

 ３．保温

 箱の材質は　　　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製

 　　・ 連結送水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 　　・ 連結散水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 ２．消火栓弁の耐圧  ※ １０Ｋ　 ・ １６Ｋ

　　　　　　　　　ピット内　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

 　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

 　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

 ２）連結送水管　一般配管用　 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

 施工方法は標準図（施工７３）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）　 ・ （ｃ）

 施工方法は標準図（施工７４）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）

 　　　　・ 第1種フロン類充填回収業者の登録通知書（都道府県知事登録）の写し

 　　　　・ 事前確認書の写し　 ・ 回収依頼書の写し　・ 引取証明書　・破壊証明書の写し

　　事共通仕様書（令和４年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）により、解体共通仕様書

　　に記載されていない事項は、特記仕様書（機械設備工事の部）による。

 14．オイルポンプ

 16．地下オイルタンク

 17．オイルサービスタンク

・ 　耐火二層管

・ 　耐火二層管

 ２）子メーター　 ・ 買取り　 ・ 借　用（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ）

 現地表示式（直読式）の表示機構は　 ・ 湿式ｱﾅﾛｸﾞ式 ・ 乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式

 遠隔表示式は（ ・ パルス式　 ・ 電文式 ）発信器を備える。

 ２）子メーター用　 ・ 標準図（機材５７）　 ・ 水道事業者の指定品

 　　・ 屋内消火栓　　　 ・ 施工しない　 ※ 施工する

 　　・ スプリンクラー　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 機械設備
2026

2026

M-1

機械設備特記仕様書

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事
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M-2

１～３階平面図　ｶﾞｽ配管更新図

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事
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天井露出配管より
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▽流し面台

・面台内を配管
・流し台・面台の撤去復旧は建築工事
・流し台配管接続切離し、再接続は設備工事
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・流し台配管接続切離し、再接続は設備工事
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2026 4階・屋根平面図　ｶﾞｽ配管更新図

M-3有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事
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50A 50A

ｶﾞｽ栓
PL-780F(LA)

1口ｶﾞｽｺｯｸ
GPL-2FOF

ｶﾞｽ栓
PL-21K

ﾊﾟﾈﾙ貫通
50φL=40

1口ｶﾞｽｺｯｸ 
GPL-6FOF

ｶﾞｽ栓
PL-21K

1口ｶﾞｽｺｯｸ
PL-2FO

ｺｱ抜き
50φL=220

天井露出配管
ｶﾞｽﾌﾚｷ管

G
20

A

ｺｱ抜き
50φL=220
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A

G

ｶﾞｽ栓
PL-21K

ﾊﾟﾈﾙ貫通
50φL=40

ｺｱ抜き
50φL=220
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A

G

1口ｶﾞｽｺｯｸ 
GPL-6FOF

ｶﾞｽ栓
PL-21K

1口ｶﾞｽｺｯｸ
PL-2FO

天井露出配管
ｶﾞｽﾌﾚｷ管

G
20

A

ｺｱ抜き
50φL=220
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LPG庫

200×450×D160

600×830×D200

東面立面図　S=1/100

西面立面図　S=1/100

南面立面図　S=1/100

北面立面図　S=1/100
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M-4

立 面 図 １ 　 ｶﾞ ｽ配 管 更 新 図

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

既設管接続G
50A

G
50A

G
50

A

G
50A

G
50A

G
50

A
G

50
A

25A

25A 25A

25A

G
50

A

G
50

A

G 25A

G 25A

G 50A
支持×4箇所

支持×2箇所

支持×2箇所

支持×2箇所

支持箇所示す　
47箇所

3階・4階へ

２階へ

１階へ

２階へ

１階へ

3階・4階へ

100

縦・横走り管支持要領

外壁

ﾁｬﾝﾈﾙﾍﾟｰｽ
L=140 H=100
溶融亜鉛ﾒｯｷ製

あと施工ｱﾝｶｰ
金属拡張系

ｽﾃﾝﾚｽ製

Ｕﾎﾞﾙﾄ50Aor25A
ｽﾃﾝﾚｽ製

支持ピッチは2.0m以内
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25
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M-5有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

ＰＳ配管撤去・新設図 S=1／15

Φ25ﾌﾟﾗｸﾞ止め

Φ25ｶﾞｽ栓撤去　2個
Φ25SGP管撤去6.0m

ガスメーター・通信器脱着

（別途ガス供給業社工事）

コア穴あけΦ52-100Ｌ程度

Φ20ｶﾞｽ栓×2

Φ25SGP

住居内へ住居内へ

コア穴あけΦ52-200Ｌ程度コア穴あけΦ52-200Ｌ程度

Φ25ﾌﾟﾗｸﾞ止め

ガスメーター・通信器脱着

（別途ガス供給業社工事）

Φ25ﾌﾟﾗｸﾞ止め

2,
28

3

1,
38

4

1,
16

2

Φ20ｶﾞｽ栓×2

Φ20ｶﾞｽﾌﾚｷ Φ20ｶﾞｽﾌﾚｷ

Φ20ｶﾞｽﾌﾚｷ Φ20ｶﾞｽﾌﾚｷ

コア穴あけΦ52-200Ｌ程度 コア穴あけΦ52-200Ｌ程度

ｶﾞｽ撤去図　1/15 ｶﾞｽ新設図　1/15

3

3

25

25



担 当

担 当

検 図

製 図

岡 田
Ａ２

Ａ３

100％

71％

訂 正 特 記

福山市郷分町628-6　TEL(084)951-2728　一級建築士登録第218306号　岡田 秀仁 機械設備
2026

2026

M-6

S=1／20流し廻り　ｶﾞｽ撤去・新設図

有実住宅８号棟外壁・ガス管改修工事

・流し台取り外し・再取り付けは建築工事
・配管撤去新設復旧は機械設備工事

φ20プラグ止め

φ20プラグ止め

φ20ガスフレキ

天井露出配管より

φ13ｶﾞｽﾌﾚｷ φ13ｶﾞｽﾌﾚｷ
φ13ｶﾞｽﾌﾚｷ

φ20ﾌﾚｷＬ

可とう管ｶﾞｽ栓（台座ﾌﾗﾝｼﾞ付き）
PL-780F(LA)

・流し台取り外し・再取り付けは建築工事
・配管撤去新設復旧は機械設備工事

1口ｶﾞｽｺｯｸ 
GPL-6FOF 1口ｶﾞｽｺｯｸ

GPL-2FOF

 G
 

20φ

φ20ガスフレキ

天井露出配管より

φ20ｶﾞｽﾌﾚｷ

ｶﾞｽ撤去図　1/15 ｶﾞｽ新設図　1/15
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